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発表構成

● ユースの活動報告

●「生物多様性の主流化」について
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ユースの活動報告
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GYBN(Global Youth Biodiversity Network)

ユース組織について

生物多様性喪失を防ぐことを目的とする

世界中のわかものネットワーク

今回はドイツ・ブラジル・インド・

メキシコ・日本からのユース計7名で活動

GYBNのロゴマーク
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ユースの活動：インターベンション(会議場での正式な発言)

GYBNのポジションペーパー GYBNのインターベンションの様子52018.08.01無断転載禁止



ユースの活動：サイドイベント

CBD in a NUTSHELLの表紙 サイドイベントの様子 62018.08.01無断転載禁止



ユースの活動：チラシ配布

ロビーでチラシを配布する様子
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ユースの活動：広報(わかものネット)

（サイドイベント後）

わかもの白書が
ほしい

自分の息子にこのような団体が
いることを教えようと思う

ホームページは
あるの？
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「生物多様性の主流化」

どのようなことを思い浮かべますか？
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議題紹介：生物多様性の主流化

調達方針

国際会議の場であっても「主流化」という

キーワードで思い浮かべることはばらばら

認識を統一することが必要？

配慮行動
普及・教育
活動
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SBI２での決議

‹ 生物多様性と健康 ›

●生物多様性の保全や持続可能な利用の公衆衛生上の価値についての

コミュニケーション、普及、啓発ツールの開発

●主流化を促進するインセンティブの提供や優良事例の促進

★長期的な戦略アプローチの確立

★ポスト2020枠組に主流化を組み込むこと
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GYBN(ユース)のステートメント内容

●鉱業やエネルギーなどの分野は多くの点で生物多様性の喪失につながる
→公平な立場で業界との協力関係を構築する努力が必要である

●原生地域などでの石油とガスの探査と探鉱活動の拡大が生態系サービスへの
大きな脅威となる

●熱帯ダム・マイクロ水力発電プロジェクトの劇的な増加などの懸念
→プロジェクトの開発が陸生生態系の保護に寄与してきた人々の権利を

確実に認識する

●主流化イニシアチブに取り組む際には、汚染者負担原則を当事者に喚起する

●保全された生態系が人間の健康にとって重要であるという科学的証拠が
明らかであることの強調
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生物多様性を主流化していくためには？

今後について
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今後について

私が考えていること

主流化をする分野の人の意識改革と連携

●意識を変えなければ行動は変わらない

●生物多様性を保全したい人たちだけでは主流化の

長期戦略アプローチを考えるには視野が狭くなってしまう

●ポスト2020に組み込むのであれば具体的な行動指針が必要
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ユースにできること

●国境を越えたネットワーク作り・協力体制構築

●各種団体(NGOなど)へのはたらきかけ

●生物多様性を知る・考えるきっかけ作り(イベント)

●今後を担う世代としての政策提言
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ご清聴ありがとうございました
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